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気候変動を踏まえた
　社会資本整備のあり方

高潮を防ぐ
大阪府の木津川水門
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【社会資本整備の効果および近年の被災】
　温暖化による降雨への影響が生じて
きている。
　現在、国民の生命と財産を確保する
ための社会資本整備は重要であり、そ
の整備による効果が現れている。しか
し依然として降雨による被害が発生し
ており、それら被害を最小限にし、我
が国の発展を支える社会資本整備の
重要性はますます高まっている。

2018年西日本豪雨時の国道2号　広島県安芸郡坂町
（国土交通省中国地方整備局  提供）

2018年西日本豪雨による広島県呉市安浦町市原の
土砂災害　（国土交通省中国地方整備局  提供）

2019年台風19号による首都圏への洪水被害軽減に貢献した渡良瀬遊水地
（写真出典 ： 国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所ＨＰ）

2019年台風19号による長野県千曲川の堤防決壊
（写真出典 ： 国土交通省北陸地方整備局ＨＰ）

【表紙写真の解説】
　表紙は、高潮を防いでいる大阪府の木津川水門の様子
である。
　室戸台風（1934年）やジェーン台風（1950年）および
第２室戸台風（1961年）等で多大な被害を受けた大阪府
では、1965年に当時最大規模で国内に上陸した伊勢湾
台風（1959年）の規模を想定した「大阪高潮対策恒久計
画」が策定され、木津川水門、安治川水門、尻無川水門
の３大水門をはじめとする防潮水門が整備された。　
　関西国際空港などに多大な被害をもたらした、2018
年の台風21号において、大阪湾ではこれまでの第２室戸
台風（1961年）来襲時の最高潮位を超過したが、水門に
よって大阪市内側への高潮の侵入を防いだ。

　第２室戸台風では約13万戸が浸水したが、その後の海岸・河川堤防、水門の整備や適切な維持管理（計約
1,500億円）により、市街地への高潮浸水を完全に防止した。被害防止の効果は約17兆円と推定されている。
（写真提供：大阪府）
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